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Ⅰ．基本方針 

  本年度は、当財団設立 10 年目になります。 

  前年度同様、教育振興活動として、長野県内の中学生を対象に“卓越した

国家経営者の育成”を目的とした「ながの視察団 平成の咸臨丸」、長野・新

潟・富山・石川・福井県内の中学生を対象とした奨学金事業「ＡＯＫＩ塾」、

横浜市在住及び横浜市内に主たる校舎を有する中学校に在籍の中学生を対象

とした“日本のスティーブ・ジョブズを生み出し、教育に留めず起業までを

サポートするインキュベータープロジェクト”「ＡＯＫＩ起業家育成プロジェ

クト」の支援を行います。 

具体的には、「第７期ながの視察団 平成の咸臨丸」の募集活動及び選考、

結成式、研修の実施。「第５期ＡＯＫＩ塾」の募集活動及び選考、１年目の奨

学金の支給。「第４回ＡＯＫＩ起業家育成プロジェクト」の募集活動及び事業

支援を実施予定です。 

   

Ⅱ．事業計画の内容 

 １．教育振興活動事業 

  (1)第７期「ながの視察団 平成の咸臨丸」事業 

     ■本事業の目的 

    長野県から日本の将来を担う人材を継続的に育成することを目指す。 

   ■育成方針 

    日本を背負い、日本をより良くしようとする志を持った長野県内の中 

学生を対象に、月 1回の研修と２回の海外視察を実施。さらに様々な

経験の機会を提供し、卓越した国家経営者輩出の土台とするための研

修機会を提供する。 

① 政治、経済、歴史、芸術など、様々な分野の第一人者との面談や、

講義、課題討議、実習などの研修の実施により、見聞を広げる。 

② 海外視察を通じ（事前勉強⇒実施⇒振り返り）、視野を広げる。 

③ 研修や海外視察などを通じて、真剣に日本の将来を考え、自らを成

長させる。 

   ■具体的事業内容 

本年度は第７期のスタートの年にあたり、応募期間、応募方法、実施

期間、活動内容等に関しては以下の通り予定している。 

① 主  催：公益財団法人ＡＯＫＩ財団 

② 後  援：長野県教育委員会、信濃毎日新聞社 

③ 研修期間：2020 年８月（結成式） 

2020 年８月～2021 年 11 月（月 1回の通常研修） 

2021 年３月及び８月（海外研修） 

2021 年 12 月（修了式） 
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④ 募集対象：長野県内市町村在住の中学生  

⑤ 募集人員：定員 10～12 名 

⑥ 応募期間：2020 年６月１日（月）～2020 年６月 29 日（月） 

⑦ 応募方法：応募書類及び作文の提出 

⑧ 選考方法：一次 書類選考、二次 面接 

⑨ 研修内容 

・集合研修 

      毎月１回原則第４日曜日に長野市（あるいは松本市）にて、社会人

基礎力を向上させる目的で、個人作業、課題討議、チーム活動、英

語での授業などを組み合わせて実施。また、海外視察研修や国内で

面談する方々との研修が実り多いものとするように準備する。 

・海外視察研修 

     第１期は北欧(スウェーデン・フィンランド)とＵＳＡ、第２期はド

イツとＵＳＡ、第３期・第４期は英国とＵＳＡ、第５期は北欧（ス

ウェーデン・デンマーク）とＵＳＡ、第６期は北欧（スウェーデン・

フィンランド）とＵＳＡを訪問。第７期は北欧（スウェーデン・フ

ィンランド）とＵＳＡを予定。 

・国内での訪問・面談研修 

     国会議員の方々、経済界で活躍されている方々、科学振興、文化・

芸術振興の面で活躍されている方々、社会貢献活動の分野で活躍さ

れている方々との面談を予定。また British School（東京）での授

業参加も予定。 

⑩ 費用（2020 年度分:2020 年５月～2021 年４月） 

総額：                            2,706 万円 

内訳：国内研修奨学金(実費費用)         605 万円 

海外研修奨学金(実費費用)    1,579 万円 

研修会場設営費等         392 万円  

準備活動費(募集広告・印刷費)   130 万円 

 

          ※参考 第７期分総額（2020 年５月～2021 年 12 月） 

     総額：                            5,162 万円 

     内訳：国内研修奨学金(実費費用）    1,210 万円 

        海外研修奨学金(実費費用)    3,002 万円 

        研修会場設営費等         790 万円  

        準備活動費(募集広告・印刷費）    130 万円 

        活動報告書作成               30 万円 
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  (2)第５期「ＡＯＫＩ塾」事業 

   ■本事業の目的 

     長野県、新潟県、富山県、石川県、福井県内の向上心の高い生徒に、 

さまざまな学びができるよう奨学金を提供する。奨学金は月 1万円で

２年間、合計 24 万円を支給するものとする。支給方法は 1年ごと 12

万円をまとめて支給する。 

   ■奨学金の使い方 

① 文学、科学、自然、芸術、美術、その他情操教育や向上心を高め

ることに役立つ読書にかかる費用 

② 科学館、美術館などの入館、クラシック音楽会やバレエ・ミュー

ジカルなどの観劇、スポーツや文化イベント等への参加費用 

③ ボランティア活動への参加費用 

④ 県外や海外の生徒、学生との交流にかかる費用 

⑤ 長野県、新潟県、富山県、石川県、福井県の歴史、経済、文化を

理解するためにかかる費用 

⑥ その他、本企画の目的に合致すると考えられる活動費用 

■具体的事業内容 

 本年度は第５期のスタートの年にあたり、第５期の応募期間、応募方

法、実施期間、活動内容等に関しては以下の通り予定している。 

① 主  催：公益財団法人ＡＯＫＩ財団 

② 募集対象：長野県、新潟県、富山県、石川県、福井県内市町村 

在住の中学生 

③ 募集人員：定員 30 名 

④ 応募期間：2020 年６月１日（月）～2020 年６月 29 日（月） 

⑤ 応募方法：応募書類及び作文の提出 

⑥ 選考方法：書類選考 

⑦ 活動内容：2020 年９月に 1年間分 12 万円を各自に支給。 

中間報告会（2021 年８月）を実施予定。 

⑧ 費用（2020 年度分：2020 年５月～2021 年４月） 

総額：                  800 万円 

内訳：支給奨学金(30 名分・1年分）     360 万円 

   準備活動費(募集広告・印刷費等)    440 万円 

 

※参考 第５期分総額（2020 年５月～2022 年４月） 

総額：                                1,260 万円 

内訳：支給奨学金(30 名分・2年分）    720 万円 

   準備活動費(募集広告・印刷費等)    440 万円 

   研修会場設営費等(中間報告会）     100 万円 
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  (3)第４回「ＡＯＫＩ起業家育成プロジェクト事業」 

   ■本事業の目的 

    将来の日本経済を牽引する起業家を育成することを目指す。 

   ■育成方針 

    感性豊かで柔軟な思考・行動が可能な中学生を対象に、起業体験ワー

クショップ、起業家との交流、起業家に必要な育成講座、ビジネスプ

ラン策定及びプレゼンテーション・イベント、海外視察への参加費用

を支給する。 

   ■具体的事業内容 

本年度は第４回のスタートの年にあたり、募集人員は 10 名から 12 名

に増員。第４回の応募期間、応募方法、実施期間、活動内容等に関し

ては以下の通り予定している。海外研修は、1 回から２回に拡大予定。 

① 主  催：ＡＯＫＩ起業家育成プロジェクト実行委員会 

② 特別後援：公益財団法人ＡＯＫＩ財団 

③ 後  援：横浜市教育委員会 

横浜国立大学成長戦略研究センター 

     一般財団法人 神奈川県私立中学高等学校協会 

④ 協  力：Space BD 株式会社 

⑤ 研修期間：2020 年７月（結成式） 

     2020 年８月（導入講座・横浜国大講座） 

     2020 年８月～11 月（月 1回研修） 

     2020 年 12 月（中間発表会） 

     2021 年３月及び８月（海外研修） 

     2021 年４月～11 月（月 1回研修） 

     2021 年 12 月（修了式） 

⑥ 募集対象：横浜市在住及び横浜市内に主たる校舎を有する中学校  

に在籍の中学生  

⑦ 募集人員：定員 12 名 

⑧ 応募期間：2020 年５月初め～2020 年６月下旬 

⑨ 応募方法：応募書類及び作文の提出 

⑩ 選考方法：有識者からなる選考委員会に於いて選考 

一次 書類選考 

二次 グループディスカッション・面接 

⑪ 研修内容 

・集合研修 

        毎月１回横浜市にて、ビジネス編（Space BD 主導）と人間力編

（北川達夫先生）のカリキュラムを実施。ビジネス編はグルー

プワーク、人間力編は個人ワーク。 
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・海外視察研修 

       従来のシリコンバレー視察に加え、中国の深センを検討。 

⑫費用（2020 年度分：2020 年５月～2021 年４月） 

総額：                4,700 万円 

内訳：国内研修奨学金(実費費用）    2,375 万円 

    海外研修奨学金(実費費用)    1,150 万円 

    企画運営費(業務委託料）      500 万円 

    研修会場設営費等         250 万円 

    募集選考費用            50 万円 

    準備活動費(募集広告・印刷費等)   375 万円 

 

※参考 第４回分総額（2020 年５月～2021 年 12 月） 

総額：                9,050 万円 

内訳：国内研修奨学金(実費費用)    5,550 万円 

     海外研修奨学金(実費費用)   1,500 万円 

     企画運営費(業務委託料)     1,000 万円 

     研修会場設営費等          500 万円 

     募集選考費用           50 万円 

          準備活動費(募集広告・印刷費等) 450 万円 

  

     

Ⅲ．管理部門 

  当財団の収入は、基本財産運用収入と有価証券運用収入、及び株式会社Ａ

ＯＫＩホールディングスと株式会社アニヴェルセルＨＯＬＤＩＮＧＳからの

寄付金で賄われており、収入額は一定額であるため、当該収入を効率的に、

かつ、効果的に貢献できるよう諸管理活動については、必要最低限度の支出

にとどめ、評議員、理事及び事務局の英知を集結して活動を実施してまいる

予定であります。 

  なお、前年度に引き続き、評議員、理事及び事務局の方々には無報酬にて

ご参加いただく予定であります。 


